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164-衆-外務委員会-2 号 平成 18 年 02 月 24 日     

○笠井委員  

日本共産党の笠井亮です。きょうは、外務委員会では初めての質問になりますので、まず、外交の

基本姿勢にかかわる歴史認識とそれから靖国参拝の問題について、麻生外務大臣に質問いたします。 

 大臣は、昨年十二月七日に日本記者クラブの講演をされました。私も読ませていただきましたが、

「わたくしのアジア戦略」ということでお話をされている中で、「過去の歴史において、韓国や中国を

始めとするアジアの国々で無辜の民を苦しめたことは、引き続き謙虚な反省の念をもって臨まなくて

はならない問題です。」このように言われました。 

 そこで伺いますけれども、大臣御自身、過去の歴史について何をどのように反省をされているのか、

伺いたいと思います。 

◆麻生国務大臣  

これは、さきの大戦にかかわる政府の考え方というのは、昨年の小泉総理の談話で述べられており

ましたり、また今、松原さんの御指摘にありました、平成七年でしたかの村山総理のときの談話等々、

また、昨年の四月、ジャカルタで行われたアジア・アフリカ首脳会議、今言われたとおりなんですが、

これまで表明をされてきておりますので、「痛切な反省と」というふうな一連の文章を、今読み上げら

れたとおりでありますので、外務大臣であります私の考え方もこれらの考え方と同じということにな

ります。 

 

○笠井委員  

 今言われました、一九九五年の戦争終結五十年に当たっていわゆる村山談話が出て、侵略戦争とい

う言葉は使っていませんが、ともかく、植民地支配と侵略が日本の誤った国策であったことを認めて、

アジア諸国の人々に多大な損害と苦痛を与えたことについて反省の意思を表明した。そして、小泉首

相も、昨年四月のアジア・アフリカ会議、そして戦後六十年に当たっての見解でも改めてそのことを

踏襲した。 

 改めて確認しますが、外務大臣も基本的スタンスは同じだということでよろしいわけですね。 

◆麻生国務大臣  

 今答弁したとおりですが。 

 

○笠井委員  

 そうしますと、同じスタンスと言われますと、最近も大臣の発言、幾つかいろいろ話題になってお

りますが、今日の台湾の高い教育水準は植民地時代の教育があったからという、いわば植民地支配を

美化するとも言われているような大臣の発言、二月四日にされた。これは日本の犯した誤りを覆い隠

す言動として、台湾はもちろんとしてアジアやアメリカから大きな批判を受けているわけですが、明

らかに政府の公式な見解、それから大臣が基本的スタンスとされていることとも違うんじゃないでし

ょうか。 

◆麻生国務大臣  

 そちらは中国発の電報をそのまま日本文にされたものを読んでおられる。人民日報を読んでおられ

るのはよくわかりますが……（笠井委員「いや、違いますよ。そういうことじゃないですよ」と呼ぶ）

これは共同通信が当時出した話でして、麻生の発言というのは、こういう発言を台湾の偉い人から聞

かされたことがある、我々の先輩も教育やら何やらで一生懸命やってきたんだということをもってと

いう話をしたのが、麻生がやったというようにねじ曲げられて伝えられているというのが事実だと思

いますので、共同が出しました正式な文章もぜひ読んでおいていただけると助かります。 
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○笠井委員  

 そういう発言を取り上げて、日本の外務大臣が、あえてこういうふうに引用されてやられるという

ことを含めて、そういう問題が今アジアを初めとしてアメリカの新聞でも大きな問題になって、世界

から一体何なんだという非難が広がっているという問題であります。 

 先ほど、自民党の渡辺委員からも、今こういう状況の中で、アジア、中国、韓国含めて友好関係を

やるという上でも、外務大臣、言動を慎んでいただきたいという話がありました。私も、その点、大

事だと思うんですよ。どういう形で何をやられるかというのは、それぞれ今こういう状況の中で大事

な問題になっている。 

 さらに伺いますけれども、では、小泉首相の靖国参拝についてでありますけれども、総理自身は、

国際社会が批判していると言っておりますけれども批判しているのは中国と韓国だけ、「アジア諸国に

おいて中国、韓国以外に私の靖国参拝に批判する国はありません。」こう言われて、繰り返し国会でも

答弁をされております。大臣御自身ですが、直接間接に中国、韓国以外の国や政府首脳から批判を見

聞きしたことはないのかどうか。いかがでしょうか。 

◆麻生国務大臣  

 私どもは共産主義者と違いますので……（笠井委員「共産主義者とかそういう話じゃないですよ、

今議論しているのは」と呼ぶ）いやいや、待って待って、聞いてくださいよ、共産主義者の国もある

わけだから。ちょっとよく落ちついて聞こうや、人が話をしているんだから。共産主義と違うので言

論は自由なの。したがって、私どもから見ますと、言論の自由がありますので、いろいろなことを言

われるのは僕は全然おかしくないと思っております。ただし、問題は、その種の話をもとにして首脳

会談ができないと言っている国は中国ということになるんじゃないでしょうか。 

 だから、ほかの国から聞いたことがないかといえば、直接私は聞いたことはありませんけれども、

いろいろな方々がいろいろな思いを持っておられる。先ほど、松原先生のベトナムの話もあっており

ましたけれども、その意見もある、インドネシアへ行けばまた別、いろいろあるんですって。いろい

ろあるけれども、そのネタをもってして首脳会談等々をやらないと言っているような国はほかにない

と記憶します。 

 

○笠井委員  

 共産主義者という話をしましたけれども、どこの例を言っているのか知りませんが、我々が目指し

ている社会主義、共産主義というのは言論の自由ですから、そこははっきり言っておきますよ。 

 それから、今言われまして、首脳会談をやるかどうかということは、それはまた、そこまで言って

いるのは、中国、韓国は相当の思いだからそういうことを言っているわけです。政府の首脳で、各国

で、こういう問題、靖国参拝について批判するということについて、大臣御自身、それ以外に御存じ

ないですかと。ないんですね。 

◆麻生国務大臣  

 いろいろ風聞やら何やらで入ってくることはありますけれども、直接外務大臣から私に対して言わ

れたことはございません。 

 

○笠井委員  

 外交の席で直接言うというのは相当のことだと思うんですよ、大体、あなたはやめなさい、あなた

方という話は。だけれども、相当の思いがある。 

 しかも、外務省もよく大臣に情報も入れていただきたいと思うんですが、例えば、シンガポールの

ゴー・チョクトン上級相、前の首相です。二月の六日にシンガポールで開かれたアジア太平洋円卓会

議で、東アジアのルネサンスに向けてという基調演説をして、その中で、靖国問題は日本国内の政治

問題であるとともに国際的な外交問題でもあるというふうに述べておりまして、日本の指導者たちは
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今あるすべての事実に基づいて判断しなきゃいけない、事実というのはこの問題で日本は外交的に孤

立しているということだ、ほかのアジアの諸国はすべて、また米国でさえも日本にはくみしていない、

こう述べております。日本の指導者たちは靖国への参拝をやめて、靖国神社の政治的メッセージを承

認すると見られることなく、ほかの方法を見出すべきだと明確に求めているわけであります。 

 中国、韓国以外からも批判があるというのは明確だと思うんですよ。しかも、そのゴー・チョクト

ン上級相の話のように、世界じゅうが心配している、憂慮している。アジア外交を進めて、東アジア

共同体に向けて、また世界の中の日本がちゃんとした、ふさわしい役割を果たすと大臣はしきりに言

われていますよね。大事なことだと思うんですが、それをやろうと思うなら、そういうメッセージ、

これを真摯に受けとめて、耳を傾けて、やはりきちっとやるべきじゃないかと思うんですが、いかが

ですか。 

◆麻生国務大臣  

 ゴー・チョクトンとはその前にも会っていますので、そのときもゴー・チョクトンから直接言われ

たことはございません。まずこれだけははっきりしておきます、一対一で言えないという話ですから。 

 まず、そういった大前提にした上で、ゴー・チョクトンが、日中関係の文脈の中で、靖国神社をめ

ぐる日中関係について、日中間で決定すべきという話をした上で、いろいろな話、今言われたとおり

のことになっているので、これは上級相自身の考え方を示された、それはそれでよろしいのであって、

しかし、だからといって、私どもとして、先ほど渡辺先生にお見せしましたように、アジアの中で孤

立しているというのをお好きな言葉でよく使われますけれども、少なくとも、私どものそういった主

観ではなくて、ＢＢＣという公共の機関がアメリカのメリーランドの大学生を使った世論調査、四万

人を対象にやった調査を見ましても、いわゆる日本の存在というものはとても孤立しているというよ

うな雰囲気ではないのではないかというのが私どもの率直な感想でありますので、見解が違うんだと

存じます。 

 

○笠井委員  

 見解が違うとか言われましたが、シンガポールの首相経験者で直接お会いになった方がやはり思い

余って言っているわけですよ。 

 しかも、この演説というのは、私も今ちょっと原文テキストを読みましたけれども、シンガポール

政府のメディアリリースということでレターヘッドがついているもので、シンガポール政府の公式ウ

エブサイトに掲載されているものであります。これはアジア太平洋の会議で演説されたというだけじ

ゃなくて、世界に発信をされている。そういう場であえてそういうことを言っているわけでありまし

て、大体、先ほどから言われますけれども、首脳間の話し合いとか外務大臣の話し合いの中で、直接、

あなた、やめなさいなんという話をやるのはよっぽどの思いがあるからで、思っていてもなかなか、

いろいろな形で言う、あるいは直接でなくても間接でメッセージを発するということがやられること

であります。 

 しかも、大臣もしょっちゅう行かれているからあれでしょうが、私もシンガポール、東南アジアへ

何回も行きましたが、あそこには血債の塔というのがあって、あの日本の侵略戦争と、それからその

占領の時期に一体何があったのかと。本当に町の真ん中に塔がそびえ立っていますよね。絶対に許せ

ないという思い、そして忘れないとみんな言うわけです。そして、そういう思いがある。 

 それから、アジアだけじゃなくて世界も、いろいろな思いを持ちながら日本にはもっと頑張ってほ

しいと。しかし、その日本のためにも、それからアメリカはアメリカのためにも、あるいはアジアは

アジアのためにも、この問題をどうしても解決しなきゃということだと思うんですよ。 

 私も、そういう点で、アメリカやアジア諸国の政府関係者からも、私、日本共産党ですが、直接い

ろいろな話を聞いてきました。思いを聞いてきました。私は、そういう思いを受けとめることなしに

アジアや世界から本当に信頼される日本にはなり得ないと思うんですよ。 
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 大臣、にやにやされていますけれども、それは笑う話じゃないんですよ。本当に国益を考えたら深

刻な話です。そこをしっかり受けとめるということで、前向きな話はできないんですか。 

◆麻生国務大臣  

 目をつり上げていればもう少しにこやかに笑ってくださいと、にこにこしたらまた言われて、なか

なか答弁は大変ですなと今思いながら聞いていたんです。 

 共産党もアメリカにパイプがあるというのはすばらしいことだと思って、それも改めて感心しまし

たし、アメリカの許容量の深さも、非合法の共産党がアメリカでやれるというのはなかなか大したも

のだなと思って……（笠井委員「非合法の共産党じゃないですよ」と呼ぶ）アメリカではね、アメリ

カではそうなっておると思う、日本の話じゃない、アメリカの話ですから。だから、共産党というの

はたしかそうなっていると。私の記憶が違っているかもしれません。私が学生のときはそうでした。

そこらのときは、今はどうなっているか知りませんけれども、少なくとも、私どもの時代はそうだっ

たんですが、そういった意味で、そんなパイプがあるというのはすばらしいことだと思います。 

 私どもは、少なくとも、今申し上げたように、日本がアジアの中で孤立しているとも思いませんし、

この六十年間、日本がやってきたということは、どういうようなものを示しているかといえば、少な

くとも、武力に頼らず、日本は世界第二位の経済大国を実施し、アジアの通貨危機で、いろいろな国

が通貨で、あすはリスケジュールを食うかというほどの、パンクするほどの利ざやになったときに、

日本からの資金援助によってリスケを食わずに全部助かったという実態は、明らかにアジアの中にお

いてスタビライザーとして非常に大きな効果を上げたということに関しては、これは金融関係者なら

だれでも知っている事実だとも思いますし、そういったようなことではきちんと貢献をしているとい

うことが、わかっておられる方は十分にわかっていただけるんだと思っております。 

 また、その他、経済発展やらいろいろな意味で、経済に限らず、いわゆる利益誘導だけに限らず、

音楽とかサブカルチャーと言われる部分においても非常にいろいろな意味で広まっているという事実

が、この六十年間の功績を見ておいた上で話していただけるといいのではないかと思っております。 

 

○笠井委員  

時間になりましたので一言だけで終わりますが、アメリカ共産党は合法的に活動しているという話

で私は認識していますし、選挙にも出ているように思いますが、それは別の話です。 

 やはり戦後の国際秩序の出発点というのは、かつて日独伊が行った戦争というのが不正不義の犯罪

的な侵略戦争であるというところから、その共通認識と反省から成り立っているわけで、日本が正し

い戦争をしたと宣伝するような、みずからそれを使命としている靖国神社に首相が参拝するというの

が、その土台を根本から否定する行為になる。やはり、言っていることとやっていることが違うじゃ

ないかということをしっかり受けとめて、本当に国益を考えるんだったら、首相の靖国参拝を取りや

める、これを言ってこそ日本の政府ですし、日本の外務大臣だということを申し上げて、また改めて

議論させてもらいます。 

 終わります。 

◆麻生国務大臣  

 あえて言わさせていただきたいと思いますが、私どもも基本的に、戦後の一連の話に関しましては、

ずっと申し述べてきておりますとおりなので、それに対しては何ら、今申し上げてきたとおりなんで

すが、今、アメリカの中において一つだけぜひ、御存じのところだとは思いますが、一九五一年のア

メリカ上院軍事委員会でのマッカーサー、マッカーサーというのは、日本の駐日司令官をしておられ

たゼネラル・マッカーサーという、あなたはお若いからおわかりにならないのかと思ってマッカーサ

ーと言ったんですが……（笠井委員「知っています」と呼ぶ）意外と年なんですね。 

 それで、彼は、ゼア・パーパス、我々の目的は、ラージリー・ディクテーテッド・バイ・セキュリ

ティーと発言していますでしょう。だから、マッカーサーとして、彼らの戦争目的は、ラージリー、
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主に、自衛のための戦争だったとマッカーサーが表現しているという事実も、ちょっと我々は言葉の

片隅で知っておかにゃいかぬ、事実としてね。占領した側が言っているんだから。これは我々が言っ

ているんじゃない、マッカーサーがアメリカの議院で証言した。これは公開文書になっておりますの

で、御存じだと思います。 

 そういった意味の上に立ちながらも、しかし、それはそうかもしらぬけれども、我々はアジアの地

域においていろいろというのは、この前ずっと申し上げてきているとおりなのであって、この戦争に

対する見方というのはいろいろありますが、基本的には、総理やらまたこれまでの政府答弁というも

のと一致しておるということを申し上げております。 

 

○笠井委員  

 一言。もう戦争の性格は明確で、議論は改めてやりますが、余り大臣はいろいろなことを言わない

方がいいと思います。また、いろいろなことを言われますので…… 

 

○原田委員長 質疑時間が超過しておりますので、御協力をお願いします。 

 

○笠井委員  

終わります。 

 


